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立命館大学広報課    

立命館大学体育会ヨット部は、障害のある方を対象に、ヨットの試乗企画「チャレンジヨット」を開

催いたします。 

創部 70 年以上の歴史を持つヨット部は、日本オリンピック協会の強化指定校に選ばれたのをき

っかけに、障害のある方に、ヨットという自然を相手にしたスポーツを経験してもらうことで楽しみなが

ら新しい世界を味わってもらおうと、チャレンジヨットを開催しています。毎年、京都府や滋賀県内の

養護学校や支援学校から多くの参加をいただき、今回が 26 回目の開催となります。本企画は、そ

の社会的貢献性が認められ、2014 年度、国土交通省近畿運輸局より「近畿運輸局バリアフリー化

推進功労者表彰」を受賞しました。 

チャレンジヨットは、部員たちにとっても、いつもの競技とは違った視点でヨットをとらえ、１）障害を

持つ方々にかかわっていく過程で自身の障害に対する理解を深める、２）参加者の安全を預かり、

企画・運営など全てを主体となって行うことから、大きな責任感と達成感を得る、貴重な体験となって

います。 

当日は、ヨットの試乗のほか、昼食作り（おにぎりなど）で参加者との交流を深めます。また、本学

の他のサークル団体であるチアリーダー部が演舞を披露したり、よさこいサークルが参加者と一緒に

よさこいを踊ります。 

記 

 
日 時 ： 2018 年 7 月 14 日（土）・15 日（日） 10：30～14：00 

※雨天・荒天時は中止もしくは出艇を見送ります。 

場 所 ： 立命館大学体育会ヨット部艇庫（滋賀県立柳ヶ崎ヨットハーバー沖） 

〒520-0022 滋賀県大津市柳ヶ崎 1-3 TEL・FAX：077-524-3797 

内 容 ： ヨットの試乗、交流企画   ※詳細は別紙をご覧ください。 

参加者 ： （14 日）京丹波町社会福祉協議会 京丹波町共同作業所 9 名、職員 6 名  

       （15 日）京都ダウン症児を育てる親の会「トライアングル」（京都市上京区） 親子 11 組 

       体育会ヨット部員、ヨット部関係者 各日 30 名程度 

主 催 ： 立命館大学体育会ヨット部 

以上  
 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学広報課 担当：桜井・福嶋 

TEL.075-813-8300   

※当日の開催有無の確認は、ヨット部・南勇佑（携帯：090-6245-4754）までお願いします。 

 

琵琶湖でセーリングの楽しさを体感 

体育会ヨット部による障害のある方を対象にした 

ヨットの試乗企画「チャレンジヨット」開催 

 



別紙 

 

チャレンジヨット 企画内容 

 

日 時 ： 2018 年 7 月 14 日（土）・15 日（日） 10：30～14：00 

※雨天・荒天時は中止もしくは出艇を見送ります。 

 

場 所 ： 立命館大学体育会ヨット部艇庫（滋賀県立柳ヶ崎ヨットハーバー沖） 

〒520-0022 滋賀県大津市柳ヶ崎 1-3 TEL・FAX：077-524-3797 

スケジュール： 

10：30 開会式 

     ライフジャケットの説明 

     ヨットの簡単な乗り方、配艇の発表 

 

11：00 出艇 

     沖までの移動時間往復  25 分 

     沖でのレクリエーション 50 分 

 

12：15 着艇 

 

12：30 昼食 

 

13：15 立命館大学のサークルとの交流 

（14 日）応援団チアリーダー部 

（15 日）よさこいサークル「おどりっつ」 

 

13：45 記念撮影 

     閉会式 

 

14：00 解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

                                   

昨年の「チャレンジヨット」の様子  


